
１

②
民
間
に
学
ぶ
財
源
確
保

ト
レ
ン
ド
に
な
り
つ
つ
あ
る

広
告
事
業

　
広
告
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成

1
6
年
度
に
専
任
の
部
署
を
設
置
し

「
営
業
」
を
開
始
し
た
横
浜
市
が

一
種
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
引
き
起

こ
し
た
と
自
負
し
て
い
る
。
他
自

治
体
か
ら
の
視
察
や
照
会
は
既
に

１
０
０
件
を
超
え
、
国
も
広
報
印

刷
物
へ
の
広
告
掲
載
に
積
極
的
に

取
り
組
み
始
め
た
（
注
１
）
。

　
広
告
事
業
と
は
、
市
が
持
つ
有

形
無
形
の
資
産
を
広
告
媒
体
と
と

ら
え
、
販
売
ま
た
は
有
償
貸
与
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
財
源
を

確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
は
横
浜
市
が
勝
手
に
決
め
た

定
義
で
あ
っ
て
、
法
令
は
勿
論
ど

こ
の
本
に
も
書
い
て
い
な
い
。
と

い
う
の
も
、
広
告
事
業
は
「
足
り
な

い
な
ら
稼
ご
う
」
と
い
う
職
員
提
案

で
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
り
（
注
２
）
、

前
例
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
既
存
の
制
度
・
規
制
を
遵
守
し

な
が
ら
も
、
「
ど
こ
に
も
ダ
メ
と

は
書
い
て
い
な
い
」
こ
と
に
独
自

の
法
解
釈
を
加
え
、
地
方
自
治
法

想
定
外
の
「
稼
ぐ
」
と
い
う
発
想

を
実
現
し
よ
う
と
い
う
の
が
広
告

２

多
種
多
様
な

広
告
媒
体
を
開
発

財
政
運
営
の
新
し
い
取
組

従
来
の
役
所
に
は
な
か
っ
た
「
稼
ぐ
」
と
い
う
発
想

　
道
路
施
設
の
活
用
に
も
乗
り
出

し
た
。
横
浜
市
は
高
規
格
の
道
路
施

設
を
多
く
持
っ
て
お
り
、
例
え
ば
み

な
と
み
ら
い
2
1
地
区
の
動
く
歩
道

の
維
持
管
理
費
は
年
間
4
4
5
0

万
円
に
も
な
る
（
平
成
1
7
年
度
予

算
額
）
。
し
か
し
昨
今
の
厳
し
い

財
政
状
況
の
な
か
、
施
設
の
維
持

管
理
予
算
は
減
る
一
方
で
あ
る
。

幸
い
、
高
規
格
施
設
は
集
客
力
の

大
き
な
エ
リ
ア
に
位
置
す
る
こ
と

が
多
く
、
視
認
率
が
高
い
。
民
有

地
な
ら
広
告
掲
出
や
イ
ベ
ン
ト
開

催
が
ご
く
普
通
に
行
わ
れ
る
よ
う

な
道
路
施
設
（
地
下
通
路
や
広
場

等
）
も
多
く
あ
る
。
こ
れ
ら
を
活

用
し
て
維
持
管
理
費
を
捻
出
す
る

こ
と
が
横
浜
の
イ
ン
フ
ラ
の
ス
テ

ー
タ
ス
維
持
に
も
つ
な
が
る
と
考

え
た
。

　
そ
こ
で
、
道
路
施
設
は
道
路
と

し
て
の
本
来
価
値
と
は
別
の
「
広

告
媒
体
と
し
て
の
価
値
」
を
有
す

る
、
と
い
う
概
念
を
持
ち
込
み
、

道
路
占
用
料
と
は
別
に
、
そ
の

「
広
告
媒
体
価
値
」
を
利
用
す
る

権
利
（
広
告
権
）
の
対
価
と
し
て

の
広
告
料
を
歳
入
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
特
に
、
年
間
4
5
0
0
万

人
が
訪
れ
る
み
な
と
み
ら
い
2
1
地

区
で
1
7
年
夏
か
ら
展
開
し
て
い
る

広
告
フ
ラ
ッ
グ
に
つ
い
て
は
、
収

入
ば
か
り
で
な
く
、
賑
わ
い
の
創

出
や
街
の
景
観
向
上
に
つ
な
が
る

も
の
と
大
き
く
期
待
し
て
い
る
。

３
一
タ
イ
ア
ッ
プ
等
で
経
費
節
減

　
と
こ
ろ
で
、
官
公
庁
に
と
っ
て

予
定
外
の
歳
入
を
得
る
こ
と
は
面

倒
で
あ
る
。
人
っ
て
き
た
お
金
を

す
ぐ
事
業
費
に
充
て
ら
れ
る
わ
け

で
は
な
い
。
補
正
予
算
を
組
ま
な

市庁舎４ヶ所に設置された

広告付玄関マット

広告フラッグ

(みなとみらい21地区)

各種封筒への広告掲載

(税や水道料金の納入

　　通知書送付用封筒)
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事
業
で
あ
る
。

　
事
業
初
年
度
で
あ
る
1
6
年
度
の

実
績
は
、
広
告
料
収
入
約
7
1
0
0

万
円
・
経
費
縮
減
効
果
約
2
2
0
0

万
円
（
い
ず
れ
も
一
般
会
計
ベ
ー

ス
）
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
金

額
的
に
は
ま
だ
ま
だ
だ
が
、
報
道

等
を
通
じ
横
浜
の
先
駆
性
を
全
国

へ
Ｐ
Ｒ
す
る
一
助
に
は
な
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
「
小
さ
な
成
功
事

例
の
積
み
重
ね
」
と
「
転
ん
で
も

無
料
で
は
起
き
な
い
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
資
産
の
広
告
媒
体
化
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
た
。
ユ
ニ
ー
ク

な
も
の
で
は
公
用
車
の
タ
イ
ヤ
ホ

イ
ー
ル
カ
バ
ー
、
広
告
付
玄
関
マ

ッ
ト
、
職
員
の
給
与
明
細
書
、
税

金
や
水
道
料
金
通
知
用
の
封
筒
な

ど
が
あ
る
。
ま
た
、
効
率
的
に
成

果
を
上
げ
て
い
る
の
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
バ
ナ
ー
と
全
戸
配
布
の
広

報
紙
「
広
報
よ
こ
は
ま
」
で
、
1
7

年
度
も
既
に
4
5
0
0
万
円
の
売

り
上
げ
と
な
っ
て
い
る
（
８
月
現

在
）
。

（
注
２
）

広
告
事
業
は
平
成
1
5
年
度
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ

ー
シ
ッ
プ
事
業
の
一
テ
ー
マ
。
1
6
年
度
事
業

化
。
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
に
つ

い
て
は
、
本
誌
7
0
ペ
ー
ジ
「
行
動
改
革
」
参
照
。

（
注
１
）

広
報
印
刷
物
へ
の
広
告
掲
載
に
つ
い
て
平
成

1
7
年
度
財
務
省
予
算
原
案
お
よ
び
1
7
年
６
月

3
0
日
付
行
政
効
率
推
進
化
計
画
に
各
省
庁
の

具
体
的
取
組
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

《5》



い
限
り
歳
出
枠
は
増
や
せ
な
い
。

　
そ
こ
で
、
実
利
あ
る
手
法
と
し

て
タ
イ
ア
ッ
プ
が
あ
る
。
タ
イ
ア

ッ
プ
（
Ｔ
Ｉ
Ｅ
　
Ｕ
Ｐ
）
と
は

「
結
び
つ
け
る
」
と
い
う
意
味
で
、

ド
ラ
マ
と
主
題
歌
、
映
画
と
商
品

と
い
っ
た
よ
う
に
、
他
業
種
が
協

力
し
あ
う
宣
伝
の
手
法
で
あ
る
。

　
1
6
年
度
の
八
都
県
市
合
同
防
災

訓
練
の
際
に
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
に
、
自
社
車
両
で
の
訓

練
参
加
や
会
場
内
ブ
ー
ス
設
置
を

認
め
る
代
わ
り
に
、
６
千
人
分
の

食
糧
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
、
約

３
７
０
万
円
相
当
の
経
費
を
節
減

し
た
。

４

ほ
か
に
も
あ
る

資
産
の
活
用
例

　
新
た
な
発
想
に
よ
る
資
産
の
活

用
と
い
う
意
味
で
は
、
広
告
事
業

で
は
な
い
が
次
の
二
つ
の
事
業
も

特
徴
的
で
あ
る
の
で
、
こ
の
場
で

あ
わ
せ
て
紹
介
す
る
。

①
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
施
設
命

　
名
権
）

　
「
施
設
命
名
権
」
と
い
う
「
財
産
」
を

売
却
し
た
も
の
で
あ
り
、
2
0
0
2

年
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
決

勝
戦
会
場
と
な
っ
た
横
浜
国
際
総

合
競
技
場
の
命
名
権
を
日
産
自
動

車
株
式
会
社
に
売
却
、
競
技
場
の

正
式
名
称
が
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
と

な
っ
た
。
横
浜
市
の
収
入
は
５
年

間
で
2
3
億
5
0
0
0
万
円
、
財
産

収
入
（
施
設
命
名
権
収
入
）
で
あ
る
。

　
正
式
名
称
で
あ
る
か
ら
、
交
差

点
名
や
地
図
上
の
表
記
も
全
て
日

産
ス
タ
ジ
ア
ム
と
な
る
。
競
技
場

の
年
間
2
0
日
無
償
使
用
権
、
テ
ラ

ス
ボ
ッ
ク
ス
（
パ
ー
テ
ィ
の
で
き

る
接
待
用
の
貴
賓
室
）
８
室
の
無

償
使
用
権
な
ど
様
々
な
ス
ポ
ン
サ

ー
メ
リ
ッ
ト
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
企
業
に
と
っ
て
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
マ

ス
コ
ミ
露
出
度
だ
と
い
う
。
マ
ス

コ
ミ
登
場
回
数
の
高
い
施
設
は
一

考
の
余
地
が
あ
る
。

②
広
告
付
バ
ス
停
事
業

　
民
間
の
広
告
事
業
者
が
、
バ
ス

停
留
所
に
設
置
す
る
広
告
物
か
ら

得
ら
れ
る
収
益
を
原
資
に
し
て
バ

ス
停
留
所
施
設
（
上
屋
・
サ
イ

ン
・
ベ
ン
チ
等
）
の
整
備
か
ら
維
持

管
理
ま
で
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

市
が
費
用
負
担
す
る
こ
と
な
く
、

質
の
高
い
施
設
整
備
と
良
好
な
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
が
得
ら
れ

る
と
い
う
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
で
あ
る
。
欧
米
で
は
一
般
的

な
社
会
資
本
整
備
の
手
法
で
あ
る

が
、
我
が
国
公
営
交
通
で
は
初
め

て
の
取
組
だ
。
こ
れ
に
よ
り
バ
ス

停
整
備
費
（
１
基
で
約
２
０
０
万

円
）
が
不
要
と
な
り
、
将
来
的
に

市
内
約
５
０
０
箇
所
の
バ
ス
停
が

切
り
替
わ
れ
ば
、
そ
の
分
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
経
費
が
一
切
不
要
と
な

る
計
算
で
あ
る
。

　
事
業
者
は
2
0
年
間
と
い
う
長
期

間
で
投
資
を
回
収
し
て
い
く
仕
組

み
な
の
で
、
事
業
が
収
益
を
上
げ

続
け
て
い
く
仕
組
み
を
持
つ
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
バ

ス
停
広
告
そ
の
も
の
の
ス
テ
ー
タ

ス
を
高
く
保
ち
、
街
の
景
観
に
寄

与
す
る
よ
う
、
広
告
デ
ザ
イ
ン
に

は
厳
し
い
審
査
基
準
を
設
け
て
い

る
。
ま
た
、
約
１
０
０
面
あ
る
広

告
ス
ペ
ー
ス
（
８
月
現
在
）
は
、

１
～
２
ス
ポ
ン
サ
ー
に
の
み
一
括

販
売
さ
れ
る
た
め
、
広
告
費
は
大

変
高
額
と
な
る
。
す
る
と
、
結
果

と
し
て
、
広
告
主
は
億
円
単
位
の

広
告
費
を
持
ち
広
告
デ
ザ
イ
ン
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
大
企
業
に
限

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
欧
米
で
は
、
バ
ス
停
だ
け
で
な

く
広
告
塔
や
公
衆
ト
イ
レ
な
ど
、

す
べ
て
の
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ

ャ
ー
（
路
上
設
置
物
）
を
こ
の
や

り
方
で
整
備
し
て
い
る
都
市
も
多

い
そ
う
だ
。

５

広
告
事
業
の

専
任
部
署
の
役
割

　
広
告
事
業
の
専
任
部
署
は
財
政

局
に
置
か
れ
た
広
告
事
業
推
進
担

当
で
あ
る
。
庁
内
外
の
窓
口
で
あ

る
ほ
か
、
法
的
解
釈
や
契
約
書
の

作
成
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
、
営
業

な
ど
を
行
い
、
媒
体
を
所
管
す
る

各
局
区
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。

　
課
以
上
の
機
構
1
0
0
0
以

上
、
職
員
数
約
３
万
人
を
抱
え
る

大
所
帯
の
横
浜
市
に
お
い
て
は
、

広
告
媒
体
と
な
り
得
る
も
の
（
事

業
）
の
最
終
責
任
を
財
政
局
が
負

う
わ
け
に
は
い
か
な
い
こ
と
も
あ

り
、
財
政
局
だ
け
が
い
く
ら
意
気

込
ん
で
も
、
所
管
部
署
の
ア
イ
デ

ア
と
決
断
が
な
け
れ
ば
広
告
事
業

は
始
ま
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
本
業

を
抱
え
る
所
管
部
署
の
負
担
を
出

来
る
だ
け
軽
減
す
る
と
と
も
に
、

得
ら
れ
た
歳
入
は
全
て
所
管
部
署

の
も
の
と
す
る
こ
と
で
、
所
管
部

署
の
メ
リ
ッ
ト
を
出
す
よ
う
に
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
職
員
同
士
の
知
識
・
情

報
共
有
の
た
め
、
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
に

広
告
事
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
失
敗
談

や
各
局
区
の
実
施
例
を
連
載
し
て

い
る
（
週
１
回
）
。

　
大
げ
さ
に
言
え
ば
ナ
レ
ッ
ジ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
ね
ら
っ
た
も
の
だ

が
、
ブ
ロ
グ
風
の
語
り
口
な
の
で
、

気
軽
に
多
く
の
職
員
が
読
ん
で
く

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
広
告
事

業
推
進
担
当
の
職
員
が
交
代
で
執

筆
し
て
い
る
が
、
賛
否
両
論
の
い

ろ
い
ろ
な
意
見
を
頂
戴
し
た
り
、

所
管
部
署
サ
イ
ド
の
体
験
談
、
最

近
で
は
屋
外
広
告
物
を
規
制
し
た

り
景
観
を
保
護
す
る
部
門
か
ら
の

投
稿
も
増
え
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
読
み
物
に
な
っ
て
き
た
。

　
広
告
事
業
を
通
じ
て
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
視
点
と
は
全
く
違
う

「
お
客
様
」
と
接
す
る
と
ま
ど
い
、

行
政
に
と
っ
て
の
公
平
性
と
は
何

か
な
ど
、
職
員
間
の
議
論
も
活
発

と
な
っ
て
お
り
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
力
に

改
め
て
驚
い
て
い
る
。

6

意
識
を
変
え
よ
う

～
選
ば
れ
て
い
る
の
は

こ
ち
ら
で
す

　
広
告
媒
体
は
、
お
客
様
（
広
告

主
、
広
告
代
理
店
）
に
対
し
、
よ

り
価
値
の
高
い
広
告
媒
体
を
、
適

正
な
価
格
で
提
供
し
、
お
客
様
ニ

ー
ズ
に
応
え
ら
れ
て
初
め
て
「
売

れ
る
」
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

営
業
の
過
程
で
は
、
私
た
ち
公
務

員
の
、
民
間
の
方
々
と
の
考
え
方

の
ギ
ャ
ッ
プ
や
世
間
感
覚
と
の
ズ

レ
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
で
あ
る
。
例
え
ば
、
お
客

様
で
あ
る
広
告
主
を
「
業
者
」
と

呼
び
捨
て
て
し
ま
う
、
「
市
役
所

の
や
っ
て
い
る
こ
と
は
社
会
的
に

良
い
こ
と
だ
か
ら
、
協
力
し
て
当

然
」
と
い
う
態
度
を
と
る
、
と
い

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
企
業
が
役
所
の
広
告
媒
体
を
使

わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
理
由
は
な

い
。
テ
レ
ビ
、
雑
誌
、
駅
貼
り
ポ

ス
タ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
広
告
ツ

ー
ル
が
あ
る
な
か
で
、
横
浜
市
の

広
告
媒
体
を
使
っ
て
い
た
だ
け
る

か
ど
う
か
。
選
ば
れ
て
い
る
の
は

市
役
所
側
な
の
だ
が
、
多
く
の
職

員
は
「
入
札
で
業
者
を
選
ぶ
」
経
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し
て
認
め
て
く

れ
た
わ
け
で
も

な
い
。
ま
ず
職

員
の
意
識
を
変

え
る
こ
と
。
こ

市
を
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー
と

な
い
。

　
そ
う
い
う
意

味
で
は
、
本
当

の
苦
労
は
こ
れ

か
ら
だ
と
考
え

て
い
る
。
今
は

ま
だ
金
額
的
に

小
額
の
取
組
が

多
い
し
、
企
業

サ
イ
ド
が
横
浜

表　広告事業の実績(H16　一般会計）

市債発行の改革

　平成16年４月、

日本金融経済新聞

の紙面に『「横浜」

が動き出した。』の

文字が躍った（写

真）。横浜市は16年

度から、地方分権

の流れの中で、市

債の発行条件の決

定を自ら行う「個

60■特集・横浜市役所の構造改革

験
し
か
な
い
た
め
に
、
上
か
ら
見

下
す
よ
う
な
態
度
を
と
り
が
ち
で

あ
る
。

　
ま
た
、
タ
イ
ア
ッ
プ
等
で
は
、

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
企
業
を
ど
の

よ
う
に
探
す
の
か
、
行
政
サ
イ
ド

は
ど
の
よ
う
な
汗
を
か
け
ば
い
い

の
か
が
難
し
い
。
公
平
性
を
期
す

べ
き
と
の
考
え
か
ら
、
特
定
企
業

だ
け
を
優
遇
す
る
こ
と
に
抵
抗
感

を
感
じ
る
職
員
も
多
い
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
「
お
客
様
と
な
り
う

る
『
機
会
』
は
広
く
平
等
に
提
供

し
て
い
る
の
だ
か
ら
公
平
性
は
担

保
さ
れ
て
い
る
。
お
客
様
と
決
ま

っ
た
方
に
対
し
て
は
、
そ
の
満
足

度
を
上
げ
る
よ
う
努
力
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
」
と
説
明
す
る
の
だ

が
、
な
か
な
か
わ
か
っ
て
も
ら
え

れ
が
一
番
の
難
関
だ
が
、
市
民
感

覚
に
合
わ
せ
る
、
市
民
の
た
め
と

考
え
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
は
な

い
。
私
た
ち
は
市
民
の
た
め
に
働

い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
内
部
の

理
屈
の
正
当
性
を
維
持
す
る
た
め

に
働
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

変
化
の
激
し
い
時
代
に
対
応
し
て

い
く
柔
軟
性
を
身
に
つ
け
る
こ

と
、
こ
れ
こ
そ
が
市
民
の
求
め
る

行
政
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
う
え
で
、
行
政
と
企
業
と

が
双
方
ウ
イ
ン
ウ
イ
ン
（
Ｗ
Ｉ
Ｎ

Ｗ
Ｉ
Ｎ
）
と
な
れ
る
、
「
横
浜

式
・
行
政
と
企
業
と
の
協
働
の
あ

り
方
」
を
形
作
っ
て
い
き
た
い
。

〈
斎
藤
紀
子
＝
財
政
局
財
政
部
財
源

担
当
広
告
事
業
推
進
担
当
係
長
〉

｢横浜｣が動き出した。

　15年度には、地方自治体初となる20年満期という超長期

市場公募債の発行を達成し、将来の公債費低減につながる

長期低利の資金調達に成功。これを足がかりに個別条件決

定方式への歩みを進めた。そして移行前夜となる16年３月

には、市長自らによる投資家向け広報活動（ＩＲ）を実施。

市の積極的な情報公開や都市経営の取組を紹介し、「安心

して市債に投資していただきたい。」と金融市場関係者に

強く訴えた。

　同年８月、５年債で地方自治体初の入札を実施し、他の

地方債と比べて有利な条件での資金調達に成功。同年12月、

30年というさらなる超長期資金の調達にも挑戦し、地方自

治体では２番目、社債を含めた債券市場全体でも９番目の

発行団体となるなど、先進的な取組を行った。

　そして17年３月には、ある格付機関による格付けが、公

募債を発行する自治体の中でトップクラスへと昇格した。

これまでの一歩一歩が評価に結びついたひとつの現れであ

ると受け止めている。

　この数年間、過去にないスピードで地方債改革が進んで

おり、その変化はこれからも続く。安定的かつ有利な資金

調達を行っていくためには、市場のニーズを的確に捉え、

いかに市債発行に結実させるかが肝要であり、そのための

不断の努力が欠かせない。

　横浜市債は、今後も債券市場と対峙し、様々な試みを果

敢に挑戦し、地方分権の中での資金調達の先駆者であり続

けていく。

　　　　　＜伊藤敏孝＝財政局財政部財源担当市債係長＞

別条件決定方式」という道を選択した。この地方自治体初

の取組を、金融市場関係者に広くアピールするために、地

方債では例のない経済専門紙での全面広告を行った。（も

ちろん財源担当としては、金融機関とのタイアップによる

広告掲載を忘れなかった。）

　従来の市場公募地方債は、地方自治体が発行条件の決定

を国に委任する方式で、結果としてすべて条件が同一とな

る、いわゆる護送船団方式であった。しかし、14年度に自

治体間競争を促すような地方債制度改革が行われ、同時に、

資金調達先が財政融資資金などの公的資金から市場公募債

などの民間資金へとシフトする流れが加わり、金融市場と

距離を保っていた地方債が市場原理に曝されるというかつ

てないパラダイムシフトが起こった。

公共団体が発行する地方債は、とりわけ安定的な発行と

有利な条件との両立が要請されるが、横浜市はこの変化を

好機と捉え、様々な新しい取組に挑戦した。
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